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は
じ
め
に

『
老
子
』
と
い
う
古
典
文
獻
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
謎
の
書
」
で
あ
る
。
時

代
に
よ
り
讀
み
手
に
よ
り
そ
の
解
釋
が
實
に
千
差
萬
別
だ
か
ら
で
、
日
本
で
も
、

中
國
で
も
、
古
代
以
來
、
さ
ら
に
は
近
年
で
は
歐
米
諸
國
で
も
、
處
世
哲
學
と

し
て
、
或
い
は
政
治
哲
學
と
し
て
、
さ
ら
に
は
宗
敎
哲
學
と
し
て
、
或
い
は
無

の
哲
學
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
讀
ま
れ
て
き
た
。
ど
の
讀
み
が
正
し
く
、
ど
の

讀
み
が
誤
り
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
解
釋
も
受
け
入
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
に
極
め
て
懷
の
深
い
の
が
『
老
子
』
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
謎

の
書
」
は
同
時
に
「
懷
の
深
い
書
」
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格
の
『
老
子
』
を
、
わ
が
國
近
世
期
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、

當
時
古
文
辭
學
を
以
て
知
ら
れ
た
徂
徠
學
派
の
一
人
太
宰
春
臺
が
著
し
た
『
老

子
特
解
』（
以
下
、『
特
解
』
と
略
稱
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
注
釋
書
に
は
ど
の
よ

う
な
特
色
有
る
『
老
子
』
理
解
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
小
考
の
意

圖
で
あ
る
。一　

先
行
研
究

管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
。

⑴
武
内
義
雄
「
日
本
に
お
け
る
老
莊
學
」（
全
集
第
六
卷
所
収　

角
川
書
店
一

九
七
八
、
舊
岩
波
文
庫
版
『
老
子
』
附
録
一
九
三
八
、
初
出
は
『
文
化
』
四

卷
七
號
一
九
三
七
）

氏
は
、「
徂
徠
門
下
の
老
莊
學
」
と
し
て
、
太
宰
春
臺
か
ら
冢
田
大
峰
に
至

る
二
〇
名
を
擧
げ
て
、
そ
の
著
述
二
九
種
を
紹
介
す
る
。
と
り
わ
け
、
宇
佐
美

灊し
ん

水
の
『
王
注
老
子
道
德
經
』
と
海
保
青
陵
の
『
老
子
國
字
解
』
の
特
色
を
述

べ
て
い
る
も
の
の
、『
特
解
』
に
つ
い
て
は
太
宰
春
臺
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を

言
う
の
み
で
、
さ
し
た
る
關
心
を
示
し
て
い
な
い
。
氏
が
取
り
上
げ
た
の
が

『
特
解
』
で
は
な
く
『
老
子
國
字
解
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い⑴
。

⑵
福
永
光
司
「
江
戸
期
の
老
莊
思
想
」（
同
氏
著
『
道
敎
と
日
本
文
化
』（
人
文

書
院
一
九
八
二
、
初
出
は
『
圖
書
』（
岩
波
書
店
一
九
七
二
））

氏
は
、
江
戸
期
に
は
老
莊
思
想
が
廣
く
流
行
し
た
こ
と
を
、
佚い
つ
さ
い
ち
ょ
ざ
ん

齊
樗
山
『
田

舎
莊
子
』
を
始
め
と
し
て
、「『
都
老
子
』『
夢
中
老
子
』『
老
子
形
氣
』『
造
化

問
答
』
な
ど
老
莊
思
想
解
説
書
の
類
い
が
多
く
刊
行
さ
れ
、
一
方
ま
た
老
子
や

莊
子
に
取
材
し
た
洒
落
本
滑
稽
本
の
た
ぐ
い
の
江
戸
小
説
が
こ
の
頃
か
ら
よ
う

や
く
盛
ん
に
な
っ
て
ゆ
く
」
と
し
て
、
上
田
秋
成
や
松
尾
芭
蕉
、
良
寛
、
池
大

雅
、
與
謝
蕪
村
ら
を
通
じ
て
「
藝
術
と
老
莊
思
想
と
の
關
係
」
が
密
接
で
あ
っ

た
こ
と
を
言
い
、
契
沖
、
賀
茂
眞
淵
ら
國
學
者
に
も
影
響
が
及
び
、「
徂
徠
學

近
世
期
漢
學
の
一
側
面

―
太
宰
春
臺
『
老
子
特
解
』
を
中
心
に

―

谷
　
　
中
　
　
信
　
　
一
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派
と
密
接
な
關
係
を
持
つ
」
賀
茂
眞
淵
が
、「
徂
徠
の
門
下
太
宰
春
臺
の
弟
子

で
『
老
子
愚
讀
』
の
著
者
で
あ
る
渡
辺
蒙
庵
を
師
と
し
て
學
ん
で
い
る
こ
と
」

を
指
摘
し
て
、
國
學
と
老
莊
の
關
係
を
示
唆
し
て
い
る
點
は
、
特
に
本
論
と
の

關
連
で
興
味
深
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
『
特
解
』
に
序
文
を
寄
せ
た
「
野
公
臺
」
な
る
人
物
は
、

彦
根
藩
儒
野
村
公
臺
の
こ
と
で
あ
り
、
號
を
東と
う
こ
う皐
と
言
い
、
彼
は
伊
勢
神
宮
外

宮
の
神
官
荒
木
田
氏
の
妻
女
荒
木
田
麗
女
の
作
品
「
月
の
ゆ
く
へ
」
の
た
め
に

序
文
を
草
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
國
學
者
と
の
交
遊
も

確
か
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る⑵
。

⑶
高
瀬
充
「
近
世
に
お
け
る
老
子
の
注
釋
・
刊
行
」（
金
澤
大
學
附
屬
高
等
學
校

『
高
校
敎
育
研
究
』
29　

一
九
七
七
）

氏
は
、
武
内
⑴
の
遺
漏
を
増
補
・
修
正
し
て
お
り
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、

國
學
者
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）
が
『
老
子
經
集
解
』（
一
八
四
一
年

刊
行
）
を
、
幕
末
水
戸
德
川
藩
主
烈
公
の
名
で
知
ら
れ
る
德
川
齊
昭
（
一
八
〇
〇

～
一
八
六
〇
）
が
『
老
子
註
解
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
著
述
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
、

國
學
と
老
莊
の
關
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、「
老
子
の
思
想
が
ど

こ
か
で
日
本
的
な
あ
き
ら
め
の
境
地
を
正
當
化
し
、
無
爲
が
封
建
體
制
内
の
處

世
態
度
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
老
子
思
想
の
と
ら

え
方
は
儒
學
へ
の
援
用
で
あ
っ
た
」
と
か
、「
由
來
國
學
者
は
老
莊
に
好
意
的

で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
る
太
宰
春
臺
や
海
保
青
陵
が
儒
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
老
莊
に
好
意
的
だ
っ
た
の
は
國
學
者
に
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑷
若
水
俊
「
蘭
齊
と
徂
徠
の
「
老
子
」
觀
」（
茨
城
女
子
短
期
大
學
紀
要
15
號　

一

九
八
八
）

氏
は
、
次
の
⑸
と
と
も
に
、
本
論
に
お
い
て
最
も
重
要
な
示
唆
を
與
え
て
く

れ
た
。
氏
は
、「
江
戸
時
代
の
思
想
史
を
語
る
と
き
、
多
く
の
場
合
、
必
ず
儒

家
を
中
心
と
し
て
論
述
し
、
道
家
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
し
て
、「
江
戸
の
儒
學
者
達
は
、
水
面
で
は
、
老
莊
思
想
に
冷
淡
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
水
面
下
で
は
、
老
莊
思
想
を
、
意
外
に
も
、
思
わ
ぬ
所
で
活
用
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
か
、「「
老
子｣

の
諸
注
釋
書
が
多

く
作
ら
れ
た
時
代
は
、
金
こ
ん
の

蘭ら
ん

齊さ
い

の
「
老
子
經
國
字
解
」
や
、
太
宰
春
臺
の
「
老

子
特
解
」
等
を
除
け
ば
、
十
八
～
九
世
紀
の
幕
末
期
が
圧
倒
的
に
多
い
」
こ
と

を
述
べ
た
う
え
で
、『
特
解
』
を
論
じ
て
い
る
。

氏
は
、「
春
臺
の｢

老
子｣

觀
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、（
中
略
）
徂
徠
學
の

老
子
觀
か
ら
出
發
す
る
の
が
最
も
妥
當
で
あ
る
（
中
略
）
徂
徠
は
先
ず｢

老
子

書
本
語
治
天
下
之
道
（
老
子
書
は
本
天
下
を
治
む
る
の
道
を
語
る
）｣

（
中
略
）

徂
徠
が｢

老
子｣

を
、
治
世
を
説
い
た
書
と
見
る
こ
と
は
、
…
…
徂
徠
の
終
始

一
貫
し
た
態
度
（
中
略
）｢

老
子｣

の
道
は
あ
く
ま
で
も
「
禮
樂
刑
政
」
で
あ
っ

て
、
宇
宙
生
成
論
的
な｢

道｣

で
は
な
い
と
し
た
か
っ
た
（
中
略
）
徂
徠
は
彼

自
身
、
江
戸
時
代
の
政
策
論
の
一
端
と
し
て｢

老
子｣

の｢

無
爲｣

の
治
を
導

入
し
（
中
略
）
江
戸
幕
府
の
守
成
と
延
命
を
考
え
て
い
た
」
と
言
う
。

⑸
若
水
俊
「
太
宰
春
臺
の｢

老
子｣

觀
」（
茨
城
女
子
短
期
大
學
紀
要
16
號
一
九
八
〇
）

若
水
⑷
に
お
い
て
、
徂
徠
の
「
老
子
」
觀
を
分
析
し
た
氏
は
、
徂
徠
門
弟
で

あ
っ
た
春
臺
の
「
老
子
」
觀
に
論
點
を
移
し
て
い
く
。
氏
は
冒
頭
「
古
文
辭
學

派
の
碩
儒
春
臺
が
、
反
儒
家
思
想
の｢

老
子｣

へ
、
特
に
晩
年
傾
倒
し
た
事
實

は
何
如
解
釋
す
べ
き
か
迷
う
所
」
と
し
て
、「
最
晩
年
に
、｢

老
子｣

へ
異
常
と

思
わ
れ
る
程
傾
く
。
そ
し
て
、
死
期
を
前
に
、
途
中
で
病
の
た
め
放
棄
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
が
、｢

老
子
特
解｣

を
殘
し
て
い
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
春

臺
の
「｢

老
子｣
歸
依
」
で
あ
っ
た
と
ま
で
言
い
、
こ
う
し
た
老
子
歸
依
の
伏

線
は
す
で
に
『
經
濟
録
』
に
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
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春
臺
の
「
老
子
」
觀
と
同
時
代
史
觀
は
、「
經
濟
録
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う

で
あ
っ
た
と
言
う
。

老
子
ノ
無
爲
ハ
殊
ニ
平
々
タ
ル
道
ナ
レ
バ
、
衰
世
ノ
疲
タ
ル
民
ヲ
御
ス
ル

ニ
ハ
甚
宜
キ
道
也
。
當
代
モ
元
祿
以
來
、
海
内
ノ
士
民
困
窮
シ
テ
、
國
家

ノ
元
氣
衰
ヘ
タ
レ
バ
、
只
今
ノ
世
ハ
萬
事
ヲ
止
メ
テ
、
偏
ニ
無
爲
ヲ
行
フ

ベ
キ
時
節
也
。

確
か
に
、
春
臺
の
ま
な
ざ
し
は
行
き
詰
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
幕
政
に
向
け
ら
れ

る
一
方
で
、
同
じ
ま
な
ざ
し
が
「
老
子
」
に
も
注
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
「
老
子
」
觀
と
同
時
代
史
觀
と
を
持
ち
續
け
た
春
臺
は
、「
七
十

歳
に
至
っ
て｢

老
子｣

を
本
格
的
に
信
奉
し
始
め
る
」
と
指
摘
す
る
。

氏
は
、「
文
會
雜
記
」
の
次
の
一
節

春
臺
云
、（
中
略
）
畢
竟
老
子
ナ
ド
ハ
禮
樂
ヲ
捨
タ
ル
に
ア
ラ
ズ
。
禮
樂

ニ
テ
治
メ
ラ
レ
ヌ
時
ヲ
シ
リ
テ
、
老
子
ノ
一
道
ヲ
説
出
セ
ル
也
。
サ
レ
バ

吾
モ
詩
經
解
ヲ
ヲ
ハ
リ
テ
後
ニ
、
老
子
ノ
注
ヲ
ス
ベ
シ
ト
テ
（
以
下
略
）

を
引
用
し
つ
つ
、「
端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
場
合
の｢

老
聃｣
は
春
臺
自
身
で

あ
ろ
う
。
か
れ
も
ま
た
、
先
王
之
道
（
禮
樂
）
に
精
通
し
保
持
し
な
が
ら
、
末

世
意
識
か
ら
、
か
つ
て
修
し
た
所
の｢

禮
樂｣

を
捨
て
て｢

老
子｣
へ
歸
入
し

た
」
と
か
、「
春
臺
は
老
聃
に
自
分
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
」
と
か
、「
老
子
を

己
に
同
一
視
し
て
い
る
」
と
か
、「
春
臺
は
明
ら
か
に
儒
家
か
ら｢

老
子｣
へ

變
心
し
た
」
と
か
、「
江
戸
時
代
に
末
世
觀
を
感
じ
取
り
、
老
聃
を
己
に
二
重

寫
し
」
に
し
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
老
子
」
觀
に
基
づ
い
て
著
作
さ
れ
た
『
特
解
』
は
、「｢

無
爲｣

の
治
世
そ
の
も
の
を｢

仁
政｣

と
見
る
こ
と
」
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
第
四
の
特
質
で
、
第
一
は
、「
莊
子
」
を
「
老
子
」
解
釋
に
適
應

さ
せ
て
い
る
こ
と
。
第
二
は
、「
老
莊
」
に
對
し
て
は
「
政
治
的
な
意
味
を
取

ら
ず
に
（
中
略
）
す
べ
て
全
生
保
眞
的
な
解
釋
」
を
取
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三

は
、
師
の
徂
徠
の
「
道
」
の
解
釋
を
離
れ
て
、「｢

自
然
の
理｣

そ
の
も
の
を
道

と
言
っ
て
い
る
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
春
臺
の
『
特
解
』
は
、
春
臺
の
思
想
遍
歴
の
結
果
最
終
的

に
到
達
し
た
地
點
に
あ
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
古
文
辭

學
の
特
色
で
も
あ
る
實
證
的
な
態
度
を
以
て
臨
ん
だ
と
見
る
よ
り
は
、
極
め
て

春
臺
獨
自
の
思
想
課
題
に
答
え
よ
う
と
の
意
圖
を
持
っ
て
『
老
子
』
に
取
り
組

ん
だ
の
が
『
特
解
』
で
あ
っ
た
と
氏
は
斷
言
す
る
。

⑹
清
水
信
子
「
近
世
日
本
に
お
け
る
『
老
子
』
關
連
文
獻
に
つ
い
て
」（
大
學

院
紀
要
『
二
松
』
第
13
集
一
九
九
九
）

氏
の
書
誌
學
的
論
考
は
、
ま
ず
、「『
老
子
』
關
連
文
獻
の
變
遷
を
、
三
期
に

區
分
」
す
る
所
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
期
は
「
既
存
の
『
老
子
』
注
の
和
刻
本
が
そ
の
中
心
」
で

あ
る
と
こ
ろ
に
、
第
二
期
は
「
一
つ
の
『
老
子
』
注
に
偏
ら
ず
、
複
數
の
『
老

子
』
諸
注
を
引
用
し
或
い
は
參
考
に
し
、
そ
れ
ら
の
解
釋
を
基
に
、
自
説
を
展

開
し
て
い
く
と
い
う
傾
向
」
に
、
第
三
期
は
「
既
存
の
『
老
子
』
諸
注
に
據
ら

ず
、
各
々
獨
自
の
方
法
で
解
釋
を
展
開
し
て
い
く
傾
向
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
、
と
く
に
第
三
期
は
「
太
宰
春
臺
・
宮
田
金
峰
『
老
子
特
解
』
が
出
版

さ
れ
た
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
以
降
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て

そ
の
理
由
を
、「
も
は
や
そ
れ
ら
の
『
老
子
』
諸
注
（
引
用
者
注
：
第
二
期
の
著
作

類
を
指
す
）
は
飽
和
に
達
し
、
あ
る
意
味
で
食
傷
氣
味
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の

時
期
の
『
老
子
』
關
連
文
獻
の
多
く
が
、
既
存
の
『
老
子
』
解
釋
か
ら
脱
却
し
、

『
老
子
』
經
文
自
體
か
ら
、
古
訓
に
よ
り
解
釋
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
第
三
期
は
『
老
子
』
解
釋
の
原
點
に
戾
っ
て
い
こ
う
と
す
る

囘
歸
の
時
代
に
相
當
す
る
と
言
え
よ
う
。」
と
述
べ
る
。
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「『
老
子
』
解
釋
の
原
點
」
と
言
う
も
そ
れ
が
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
す
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
從
來
の
中
國
直
輸
入
の
解
釋
を
受

け
賣
り
す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
り
ず
に
、
自
身
の
立
場
に
立
っ
た
解
釋
を
模
索

し
て
い
っ
た
の
が
第
三
期
で
あ
り
、
そ
れ
が
春
臺
ら
の
『
特
解
』
に
始
ま
る
と

言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
本
論
考
に
と
っ
て
特
に
興
味
深
い
點
で
、
春
臺

の
『
特
解
』
が
若
水
氏
言
う
所
の
「
春
臺
が
老
子
に
歸
依
し
て
い
く
」
の
も
、

そ
う
し
た
『
老
子
』
解
釋
の
時
代
の
趨
勢
を
代
表
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑺
松
井
眞
希
子
「
太
宰
春
臺
『
老
子
特
解
』
に
つ
い
て
」（
關
西
大
學
『
東
ア
ジ

ア
文
化
交
渉
研
究
』V

ol.1　

二
〇
一
一
）

本
論
文
は
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、『
特
解
』
に
つ
い
て
の
專
論
で
あ
る
。

松
井
氏
は
「（『
特
解
』）
上
卷
を
春
臺
が
書
き
、
下
卷
を
門
人
の
宮
田
明
が

書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
宮
田
明
は
春
臺
を
忠
實
に
受
け
繼
い
で
い
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
同
書
は
春
臺
の
思
想
を
表
明
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
、

先
ず
初
め
に
、『
特
解
』
全
卷
か
ら
春
臺
の
思
想
を
讀
み
取
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
と
宣
言
す
る
。
し
か
し
、
氏
が
何
を
根
據
に
宮
田
が
春
臺
の
老
子
解
釋
を

「
忠
實
に
受
け
繼
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
判
斷
し
た
の
か
そ
の
理
由
は
不

明
で
あ
る
。

次
い
で
こ
の
時
の
春
臺
の
思
想
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。

春
臺
は
晩
年
、
自
身
の
生
き
る
江
戸
の
社
會
を
「
末
世
」
と
見
な
し
、『
老

子
』
の
記
さ
れ
た
周
の
混
亂
期
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

「
末
世
」
に
お
い
て
は
「
先
王
之
道
」
よ
り
も
む
し
ろ
『
老
子
』
の
「
無
爲
」

に
よ
っ
て
現
狀
を
維
持
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、

春
臺
の
説
く
「
無
爲
」
が
、
國
家
に
絶
望
し
て
政
治
か
ら
逃
避
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
不
治
の
「
治
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
點
に
あ
る
。「
末
世
」

に
は
、「
末
世
」
と
い
う
「
時
」
に
適
っ
た
政
治
を
行
う
こ
と
が
最
も
効

果
的
だ
と
い
う
計
算
に
立
っ
た
判
斷
な
の
で
あ
る
。
春
臺
の
説
く
「
無
爲
」

は
何
も
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
慣
習
や
傳
統
に
則
っ
た
政
治
を
維
持
し

保
守
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
幾
つ
か
の
先
行
研
究
を
と
り
ま
と
め
た
上
で
、
そ
れ
を

要
約
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
氏
は
『
老
子
』
第
一
章
の
「
道
可
道
、
非
常
道
」
に
つ
い
て
、
春

臺
が
「
道
」
と
「
常
道
」
を
對
比
さ
せ
て
、
前
者
を
「
先
王
之
道
」、
後
者
を
「
自

然
の
道
」
と
い
う
よ
う
に
「
對
立
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
」
と
し
、「
道
可
道
」

の
後
の
「
道
」
を
「
導
く
」
と
讀
ん
で
、「
民
を
導
く
こ
と
の
で
き
る
道
は
自

然
の
道
と
は
異
な
る
」
と
解
釋
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
師
の
徂
徠
に
も
見
え
な

か
っ
た
春
臺
特
有
の
解
釋
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
に
解
釋
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
い
た
松
井
氏
自
身

に
よ
る
春
臺
の
思
想
の
要
約
と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
し
、
さ
ら
に
は
若
水
⑸

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
春
臺
は
、
序
文
で
、
江
戸
の
世
に
あ
っ
て
「
無
爲
の

治
」
を
最
善
と
し
た
が
、
そ
れ
が
「
先
王
の
道
」
だ
か
ら
で
は
な
く
、
時
の
政

治
に
最
も
相
應
し
い
手
法
と
し
て
の
「
無
爲
」、
す
な
わ
ち
「
自
然
の
道
」
に

從
う
べ
き
と
考
え
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
齟
齬
を
來
す
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、『
特
解
』
を
論
じ
る
際
に
必
要
と
思
わ
れ
る
先
行
研
究
を
、
管
見

に
入
っ
た
限
り
で
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

二　

書
名
に
つ
い
て

『
特
解
』
と
い
う
書
名
は
き
わ
め
て
獨
特
で
あ
る
。
こ
の
他
に
類
書
の
あ
る

こ
と
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
春
臺
獨
自
の
命
名
で
あ
っ
た
ろ
う
。

同
時
代
の
『
老
子
』
注
釋
書
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る
『
老
子
經
國
字
解
』
や
、
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や
や
遅
れ
て
出
た
『
老
子
國
字
解
』
な
ど
い
わ
ば
月
竝
み
な
書
名
に
挾
ま
れ
な

が
ら
い
か
に
も
氣
負
い
が
感
じ
ら
れ
る
書
名
で
あ
る
。
春
臺
は
「
特
解
」
に
い

か
な
る
思
い
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
辭
書
的
な
意
味
で
は
、「
特
」
は
「
獨
」

に
通
じ
、「
獨
特
」
の
意
味
が
あ
る
。「
解
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
解
釋
」
の

意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
特
解
」
は
「
獨
特
な
解
釋
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
『
老
子
』
解
釋
と
は
一
線
を
畫
し
た
〝
獨
自
な
〟

或
い
は
〝
特
異
な
〟
解
釋
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
點
は
春

臺
自
身
が
序
文
で
述
べ
て
い
た
と
、
若
水
⑸
が
夙
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
で
は
春
臺
は
何
を
氣
負
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
誰
に
對
し
て
氣
負
っ
て
見

せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

そ
こ
に
ど
れ
程
の
〝
特
別
〟
か
つ
〝
特
異
〟
な
解
釋
が
示
さ
れ
て
い
る
か
、
で

あ
る
。

そ
れ
ま
で
わ
が
國
で
傳
統
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
は
専
ら
『
河
上
公
注
』

で
あ
り
、
江
戸
期
に
隆
盛
を
見
た
宋
・
林
希
逸
（
生
沒
年
不
詳
）
の
『
老
子
鬳け
ん

齊さ
い

口く

義ぎ

』
が
室
町
時
代
以
來
長
き
に
亙
っ
て
讀
ま
れ
、
特
に
江
戸
期
に
限
っ
て

も
正
保
四
年
版
・
寳
永
六
年
版
な
ど
の
和
刻
本
が
出
る
程
に
廣
く
流
通
し
て
い

た⑶
。著

者
林
希
逸
は
、
荒
木
見
悟
「
林
希
逸
の
立
場⑷
」
に
よ
れ
ば
、「
儒
と
老
莊

の
一
致
論
」（
52
頁
）
の
立
場
を
取
り
つ
つ
、
同
時
に
「
老
莊
列
三
子
の
註
を

書
く
に
あ
た
り
、
道
敎
に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
、
道
敎
の
素
地
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
江
戸
期
の
儒
學
者
ら
に
と
っ

て
は
比
較
的
受
け
入
れ
易
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

春
臺
は
そ
う
し
た
解
釋
に
は
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
の
『
特
解
』
と
前
後
し
て
、
同
じ
く
徂
徠
學
派
に
屬
す
る
宇
佐
美
灊

水
（
一
七
一
〇
～
一
七
七
六
）
も
『
王
注
老
子
道
德
經
』
を
考
訂
し
て
い
る
。
徂

徠
學
派
は
儒
家
文
獻
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
子
の
文
獻
に
も
廣
く
ウ
ィ
ン
グ
を
廣

げ
て
研
究
の
對
象
と
し
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、
宇
佐
美
の
場
合
も
『
老
子
』
を

取
り
上
げ
る
こ
と
自
體
は
さ
し
て
特
異
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

宇
佐
見
に
よ
る
こ
の
王
弼
注
『
老
子
』
考
訂
の
仕
事
は
、
序
文
に
「
王
注
今
本

亂
脱
多
く
、
善
本
と
し
て
正
し
き
を
取
る
可
き
無
し
。
校
す
る
に
歳
月
を
以
せ

ば
、
或
は
當
に
得
る
所
有
る
べ
し
。
余
別
に
志
す
所
有
り
。
意
を
此
の
書
に
專

ら
に
す
る
こ
と
能
は
ず
。
以
て
後
の
君
子
を
俟
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
本

來
の
仕
事
は
こ
こ
に
は
な
い
と
い
っ
た
い
い
わ
け
を
い
く
ら
か
含
み
な
が
ら
、

差
し
當
た
り
か
ね
て
氣
に
な
っ
て
い
た
王
弼
注
の
「
亂
脱
」
を
正
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
言
う
。
だ
か
ら
、
宇
佐
見
は
こ
の
仕
事
に
、
自
身

の
老
子
解
釋
を
示
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
序
文
に
『
老
子
』

な
ど
の
非
儒
學
文
獻
な
ど
は
「
周
末
の
諸
子
の
言
、
各
々
一
長
有
り
。
先
王
の

道
の
裂
け
る
な
り
。
或
い
は
時
を
救
ふ
の
用
と
爲
す
に
足
る
」
と
、
一
時
の
急

に
間
に
合
う
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
い
と
言
い
切
っ
て
お
り
、
儒
學
文
獻
以
上

に
評
價
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
春
臺
も
同

樣
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
特
解
』
に
序
文
を
寄
せ
た
野
村
公
臺
が
、

聖
人
の
道
は
猶
お
五
敎
の
ご
と
し
。
諸
子
百
家
は
猶
お
醫
藥
の
ご
と
し
。

人
痊や
ま
い病
有
れ
ば
、
則
ち
醫
藥
用
い
ざ
る
を
得
ず
是
れ
な
り
。
然
し
て
諸
子

百
家
は
、
世
を
救
ふ
に
通
じ
、
効
を
擧
ぐ
る
に
速
か
な
り
。
故
に
能
く
功

を
一
時
に
收
む
と
雖
ど
も
、
唯
だ
老
聃
の
道
深
遠
な
る
が
若
き
是
れ
な
り
。

故
に
衰
世
を
御
す
る
の
道
、
老
聃
よ
り
善
き
は
無
し⑸
。

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
意
識
の
反
映
で
あ
る
。

宇
佐
美
の
場
合
は
と
も
か
く
、
野
村
の
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
春
臺
が
『
特
解
』

を
著
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
目
下
の
治
世
上
の
急
務
に
應
え
る
た
め
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
春
臺
沒
後
三
六
年
、
一
七
八
二
」
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年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
の
世
は
有
爲
轉
變
き
わ
ま
り
な
い
。
單
な
る
文
獻
の

訓
詁
註
釋
で
は
な
く
、
若
水
⑸
が
言
う
「
老
子
に
歸
依
し
た
」
と
ま
で
さ
れ
る

春
臺
自
身
の
「
經
世
致
用
」
の
志
を
そ
こ
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
主
意
が
あ
っ

た
の
な
ら
ば
、
と
て
も
三
七
年
の
歳
月
は
そ
の
鮮
度
を
大
き
く
損
な
い
、
春
臺

『
特
解
』
著
作
の
志
を
埋
沒
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

「
十
年
一
昔
」
と
言
い
、
ま
た
三
十
年
周
期
で
世
代
交
代
が
進
む
の
は
、
今

も
昔
も
變
わ
り
が
な
か
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
春
臺
沒
後
か
ら
『
特
解
』
刊
行
ま

で
の
歴
史
を
囘
顧
し
て
み
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

三　

春
臺
の
死
か
ら
『
特
解
』
の
刊
行
ま
で

春
臺
は
第
五
代
將
軍
綱
吉
か
ら
八
代
將
軍
吉
宗
の
時
代
に
か
け
て
生
き
た
。

『
老
子
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
第
十
代
將
軍
家
治
の
時
代
、
天
明
の
大
饑
饉
が

目
前
に
迫
っ
て
い
た
天
明
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
既
に
田
沼
時
代
は

終
え
て
い
た
。

春
臺
が
死
去
し
た
一
七
四
七
年
か
ら
『
特
解
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
七
八
二
年

ま
で
の
凡
そ
三
五
年
間
の
出
來
事
を
囘
顧
し
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
田
沼
時
代

（
一
七
六
七
～
一
七
八
六
）
が
す
っ
ぽ
り
收
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く
。
田
沼

時
代
か
ら
後
に
松
平
定
信
に
よ
る
寛
政
の
改
革
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、

今
風
に
言
え
ば
人
び
と
は
バ
ブ
ル
經
濟
に
浮
か
れ
、
幕
府
の
役
人
は
商
業
資
本

家
ら
と
結
託
し
賄
賂
が
横
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
思
想
界
は
朱
子
學
の
嚴
格
主

義
が
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
、
自
由
主
義
的
な
風
潮
が
滿
ち
あ
ふ
れ
、
儒
學
で
は

古
義
學
や
古
文
辭
學
が
盛
ん
に
な
り
、
蘭
學
・
國
學
な
ど
も
一
齊
に
花
開
い
て

い
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
紹
介
や
火
浣
布
の
開

發
な
ど
で
知
ら
れ
る
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
～
一
七
八
〇
）
が

活
躍
し
、
杉
田
玄
白
ら
蘭
學
者
に
よ
っ
て
『
解
體
新
書
』
が
飜
譯
さ
れ
た
の
も

こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
一
七
七
一
年
）。

ま
た
、『
老
子
』
と
の
關
聯
で
言
え
ば
、
金
蘭
齊
（
一
六
五
三
～
一
七
三
一
）『
老

子
經
國
字
解
』（
初
版
は
一
七
六
一
年
刊
、
從
っ
て
こ
こ
で
も
蘭
齊
死
後
に
刊

行
を
見
て
い
る
）
が
度
々
版
を
重
ね
る
ほ
ど
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
り
、
廣
汎

な
讀
者
を
獲
得
し
て
い
た
。
だ
が
そ
の
視
點
は
道
敎
的
で
、
徂
徠
の
「
老
子
書

本
語
治
天
下
之
道
」
と
い
っ
た
視
點
か
ら
の
讀
み
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る⑹
。
ま
た
そ
の
刊
行
が
春
臺
沒
後
一
四
年
、
刊
行
二
一
年
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
當
然
に
も
『
特
解
』
刊
行
に
影
響
を
與
え
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

『
特
解
』
刊
行
（
一
七
八
二
年
）
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
松
平
定
信
に
よ
る
寛

政
異
學
の
禁
が
布
か
れ
た
（
一
七
九
〇
年
）
の
も
、
嚴
格
な
敎
理
敎
義
を
も
つ

朱
子
學
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
自
由
闊
達
な
世
相
を
引
き
締
め
よ
う

と
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
、
國
學
者
で
あ
れ
、
儒
學
者
で
あ
れ
、
兩
者
を
隔
て
る
垣
根
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
險
し
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
を
自
由
に
往
來
し
、
自
由
に
發

言
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
儒
者
が
諸
子
の

學
を
論
じ
た
り
、
國
學
者
が
老
莊
に
大
い
な
る
關
心
を
寄
せ
た
り
、
儒
者
が
國

學
者
と
交
遊
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
何
ら
奇
異
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

四　
『
特
解
』
の
續
編
を
書
い
た
宮
田
明
と
い
う
弟
子

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
特
解
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
春
臺
沒
後
三

十
五
年
、
春
臺
の
弟
子
宮
田
明
晩
年
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
死
を
予
感
し
た

宮
田
は
、
こ
の
時
を
逃
し
て
は
師
・
春
臺
の
『
特
解
』
を
刊
行
す
る
機
會
は
永
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遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
野
村
序
文
は
こ
の
間
の
經
緯

を
次
の
よ
う
に
記
す
。

春
臺
先
生
…
…
晩
年
乃
ち
老
子
特
解
を
作
り
、
自
ら
其
の
老
子
の
意
と
す

る
所
の
所
以
を
叙
べ
、
…
…
其
の
業
未
だ
半
ば
な
ら
ず
し
て
、
病
に
罹
り

…
…
門
人
稻
坂
稚
明
・
宮
田
子
亮
等
、
遺
業
を
校
定
し
…
…
稚
明
亦
沒
し
、

子
亮
深
く
先
生
の
業
の
…
…
隱
落
湮
滅
す
る
を
憂
う
…
…⑺

こ
の
よ
う
に
『
特
解
』
を
半
分
も
書
き
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
沒
し
た
春
臺
の

「
遺
業
」
が
湮
滅
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
門
弟
の
宮
田
ら
が
協
力
し
て
完
成
さ
せ

た
と
あ
る
。

宮
田
ら
が
續
撰
し
た
の
は
ど
れ
ほ
ど
の
分
量
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
老

子
』
は
「
道
經
」（
一
章
か
ら
三
十
七
章
ま
で
）・「
德
經
」（
三
十
八
章
か
ら
八

十
一
章
ま
で
）
の
上
下
二
卷
に
分
か
れ
て
い
る
が
、『
特
解
』
も
上
下
二
卷
に

分
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
上
卷
は
春
臺
に
よ
る
序
文
に
續
き
一
章
か
ら
三
十

一
章
ま
で
、
下
卷
は
門
人
宮
田
明
續
撰
と
し
て
三
十
二
章
か
ら
八
十
一
章
ま
で

と
宮
田
に
よ
る
跋
文
が
附
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
春
臺
の
自
著
部
分
は
全
體
の

半
分
に
も
滿
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
を
松
井
⑺
の
よ
う
に

『
特
解
』
を
ま
る
ご
と
春
臺
の
も
の
と
見
な
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う

疑
念
は
や
は
り
殘
る
。
そ
も
そ
も
師
の
沒
後
三
十
五
年
を
經
て
後
、
い
さ
さ
か

も
師
説
を
失
わ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
師
説
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
、
忠
實
に
師
説
を

祖
述
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
春
臺
の
口
述
筆
記
若
し
く
は
未
刊
原
稿

が
殘
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
い
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
宮
田
跋
文
は
春
臺
の
遺
作
を
整
理
し
て
ま
と
め
た
と
は
し

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
續
撰
し
た
こ
と
が
春
臺
の
意
圖
を
曲
げ
て
し
ま
わ
な
か
っ

た
か
と
心
配
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る⑻
。

と
す
れ
ば
宮
田
は
三
五
年
を
經
て
師
春
臺
の
『
特
解
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
意
義
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
春
臺
が
『
特
解
』
に
込

め
た
政
治
思
想
、
そ
れ
は
時
代
の
要
請
に
應
え
よ
う
と
志
し
た
も
の
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
時
代
の
變
化
と
共
に
そ
れ
が
色
褪
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
没
後
三
五
年
經
て
も
な
お
春
臺
の
名
は
人

び
と
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宮
田
が
こ
れ
を

「
續
撰
」
し
て
い
く
過
程
で
、
春
臺
の
『
老
子
』
解
釋
と
齟
齬
を
來
す
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

さ
て
、
春
臺
沒
後
『
特
解
』
刊
行
ま
で
の
老
莊
思
想
關
連
の
著
作
物
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
先
に
も
紹
介
し
た
金
蘭
齊
（
一
六

五
三
～
一
七
三
一
）『
老
子
經
國
字
解
』
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
蘭
齊
沒
後
三
十
年

を
經
て
後
、
弟
子
が
講
義
録
を
整
理
し
て
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
こ
れ

も
先
に
紹
介
し
た
徂
徠
學
派
の
一
人
、
宇
佐
美
灊
水
（
一
七
一
〇
～
一
七
七
六
）

著
『
王
弼
注
老
子
道
德
經
』
が
一
七
七
〇
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宇

佐
美
生
前
の
刊
行
で
、
春
臺
沒
後
二
三
年
、『
特
解
』
刊
行
一
三
年
前
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

今
、
春
臺
沒
年
一
七
四
七
年
か
ら
『
特
解
』
刊
行
の
一
七
八
二
年
の
間
に
刊

行
さ
れ
た
『
老
子
』
關
連
文
獻
を
、
清
水
⑹
に
よ
っ
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
に

な
る⑼
。一

七
四
八
年　

渡
邊
蒙
庵
『
老
子
愚
讀
』

一
七
四
九
年　

近
藤
蘆
隱
『
老
子
本
義
徴
』

一
七
七
一
年　

釋
圓
覺
天
『
老
子
經
即
釋
注
老
子
』

一
七
七
二
年　

岡
崎
良
梁
『
老
子
兵
解
』
鈔

一
七
七
三
年　

戸
崎
淡
園
『
老
子
道
德
正
訓
』

同
年　
　
　
　

釋
敬
雄
『
老
子
玄
覽
』

同
年　
　
　
　

渾
沌
『
老
子
道
德
經
』
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同
年　
　
　
　

太
田
玄
九
『
王
注
老
子
國
字
解
』

同
年　
　
　
　

戸
崎
淡
園
『
老
子
正
訓
附
録
問
義
』
鈔

さ
ら
に
『
特
解
』
と
同
じ
年
に
は
山
口
滄
州
『
老
子
芻
狗
』
が
、
そ
の
四
年

後
の
一
七
八
七
年
に
は
有
木
元
吉
『
老
子
正
義
』
が
、
そ
の
翌
年
の
一
七
八
八

年
に
は
豊
浦
被
褐
『
老
子
妄
言
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見

て
い
く
と
、
春
臺
沒
後
、『
老
子
』
注
釋
書
が
續
々
と
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
大
い
に
刺
激
さ
れ
る
よ
う
に
、
己
の
死
の
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
宮
田
が
、

急
遽
師
説
を
補
い
つ
つ
完
成
を
急
い
で
つ
い
に
刊
行
に
漕
ぎ
つ
け
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
よ
う
。

五　
『
特
解
』
の
特
色

武
内
⑴
が
言
う
よ
う
に
、『
特
解
』
は
『
老
子
』
各
章
を
『
莊
子
』
諸
篇
と
度
々

對
照
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
老
子
を
莊
子
と
の
關
連
か
ら
解
釋
し
よ
う
と
す

る
態
度
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る⑽
。
ま
た
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
が
、
古
注
や
『
説
文
』
を
援
用
し
な
が
ら
客
觀
的
解
釋
を
心
が
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
外
、『
老
子
』
の
注
と
し
て
古
來
最
も
代
表
的
な
河
上
公
注
・
王
弼
注

を
離
れ
て
獨
自
の
解
釋
を
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
序
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
老
子
の
道
を
「
虛
無
」
と
し
て
解
釋
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
王
弼
注

の
影
響
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る⑾
。
ま
た
、
武
内
⑴
が
夙
に
指
摘
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、『
史
記
』
老
子
傳
に
お
け
る
孔
子
問
禮
傳
説
に
何
ら
の
疑
い

も
挾
む
こ
と
な
く
、
道
家
（
老
子
）
を
儒
家
（
孔
子
）
と
の
對
立
軸
に
お
い
て

解
釋
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
大
き
な
特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
近
代
的
學
問

の
方
法
と
も
い
う
べ
きT

ext critics

（
文
獻
批
判
）
す
な
わ
ち
「
辨
僞
」
と

い
う
觀
點
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

春
臺
は
、『
説
文
』
を
參
照
し
て
字
義
の
嚴
格
な
解
釋
を
す
る
な
ど
文
字
學

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
先
秦
文
獻
と
の
比
較
對
照
を
踏
ま
え
た

文
獻
學
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
儒
家
を
含
め
諸
子
百
家
の
思
想
を
時
間
軸
に
お

い
て
そ
の
變
遷
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
と
い
う
よ
う
な
思
想
史
學
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
も
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
點
で
は
、『
特
解
』
刊
行
か
ら
遙
か
に
遲
れ
て
、
宇
佐
見
灊
水
に
學
ん

だ
海
保
青
陵
（
一
七
五
五
～
一
八
一
七
）
が
『
老
子
國
字
解
』（『
國
字
解
』
と
略
稱
。

題
跋
な
く
刊
行
年
未
詳
）
の
中
で
、

凡
そ
後
の
書
に
、
孔
子
禮
を
老
子
に
問
う
と
い
ふ
話
は
、
皆
此
莊
子
の
虛

誕
説
話
を
本
源
と
し
た
る
も
の
也
。
…
…
古
書
に
は
孔
子
の
禮
を
老
子
に

問
ひ
給
へ
る
話
は
な
し
。
史
記
の
老
子
傳
に
は
、
孔
子
周
に
行
い
て
禮
を

老
子
に
問
へ
る
話
あ
り
て
、
孔
子
の
世
家
に
は
、
南
宮
敬
叔
周
に
ゆ
け
る

時
に
、
孔
子
も
行
け
り
。
此
時
に
ど
う
か
老
子
に
禮
を
問
ひ
給
へ
り
な
ど

と
云
ふ
は
さ
も
有
り
し
な
り
と
云
え
り
。
す
れ
ば
司
馬
遷
も
、
眞
に
孔
子

は
老
子
に
學
ば
れ
し
と
は
思
わ
ぬ
樣
子
な
り
。
…
…
老
子
は
孔
子
よ
り
後

の
人
也
。（
關
儀
一
郎
編
纂
『
老
子
註
釋
全
書
』
一
～
二
頁　

東
洋
圖
書
刊
行
會

一
九
三
二
年
）

と
、
た
と
え
『
史
記
』
の
よ
う
な
正
史
に
記
さ
れ
た
こ
と
で
も
直
ち
に
こ
れ
を

信
用
せ
ず
、
辨
僞
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う⑿
。

『
特
解
』
獨
特
と
も
思
え
る
の
が
、
割
註
形
式
を
取
ら
ず
自
ら
の
註
解
を
一

括
し
て
章
の
末
尾
に
示
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
語
句
の
解
釋
を
「
言

…
…
」
と
し
て
個
別
に
説
明
し
た
あ
と
「
此
章
言
い
ふ
こ
こ
ろ
は…
…
」
と
し
て
章
全
體

の
趣
旨
を
要
約
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
後
に
『
莊
子
』
某

篇
が
參
照
で
き
る
と
附
言
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
方
式
は
宮
田
も
踏
襲
し
て

い
る⒀
。
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野
村
『
特
解
』
序
文
が
「
…
古
書
の
難
讀
に
苦
し
み
、
子
亮
（
宮
田
を
指
す
）

の
續
け
る
は
、
一
に
古
訓
を
用
い
て
、
先
生
の
志
を
繼
ぎ
た
る
は
、
則
ち
其
の

初
學
に
有
益
な
る
こ
と
、
豈
に
少
々
な
ら
ん
や⒁
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

見
る
と
、
宮
田
の
續
撰
の
意
圖
は
、
老
子
思
想
の
解
釋
よ
り
も
、
む
し
ろ
古
典

の
訓
詁
解
釋
の
方
に
力
點
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
し
て
、
こ
れ
は
宮
田
の
み
な
ら
ず
春
臺
に
も
そ
の
よ
う
な
意
圖
が
あ
っ
た
と

考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
特
解
」
と
稱
し
て
も
實
は
そ

の
「
特
」
が
、
そ
れ
ま
で
の
老
子
解
釋
と
は
一
線
を
劃
す
と
い
う
意
味
で
の

「
特
」
で
は
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
「
古
訓
」
に
、
つ
ま
り
文
字
學
的
に
忠

實
に
老
子
解
讀
を
志
し
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
春
臺

の
遺
業
を
繼
い
で
三
六
年
後
に
「
續
撰
」
と
し
て
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
も

そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
實
、『
老
子
』
各
章
に
お
け

る
春
臺
の
解
釋
と
宮
田
の
解
釋
と
を
比
較
し
て
み
て
も
、
そ
こ
に
兩
者
の
隔
た

り
は
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、

春
臺
は
自
ら
の
老
子
注
釋
に
『
特
解
』
と
名
付
け
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ほ

ど
特
別
で
も
特
殊
で
も
獨
特
で
も
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
隱
當
な
解
釋
を
心
が
け

て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
一
方
の
海
保
青
陵
『
老
子
國
字
解
』
は
、
和
文
を
用
い
て
、
時
に

卑
近
な
例
を
挾
み
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
し
か
も
獨
特
な
解
説
を
し
て
い
る
點

に
特
色
が
あ
る⒂
。
こ
の
講
釋
を
聞
い
た
者
は
『
老
子
』
を
身
近
に
感
じ
、
自
己

の
處
世
術
・
經
世
術
に
應
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
點
で
、
青
陵
の
『
老
子
』
解
釋
は
處
世
哲
學
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
に
、
春
臺
の
『
老
子
』
解
釋
の
立
場
と
の
相
違
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
青
陵
が
經
世
家
と
し
て
の
著
作
も
多
數
あ
っ
た
こ
と

と
も
關
連
し
て
い
よ
う⒃
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
青
陵
は
春
臺
以
上
に
『
老

子
』
を
政
治
思
想
と
し
て
獨
自
の
觀
點
か
ら
解
釋
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で

あ
る
。

む
す
び

青
陵
は
『
國
字
解
』
序
文
で
、
老
子
こ
そ
は
「
眞
の
儒
者
」
に
他
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
老
子
と
て
孔
子
と
同
じ
「
仁
義
」
を
逆
説
的
に
表
現
し
た
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、「
仁
義
を
惡
し
う
い
ふ
は
、
仁
義
の
表
向
き
を
惡
し

う
い
ふ
の
に
て
、
内
證
は
皆
仁
義
な
り
。」
と
言
っ
て
、「
鶴
（
青
陵
の
自
稱
）

は
老
子
を
論
語
に
て
注
す
る
つ
も
り
也
。
即
ち
本
文
を
論
語
に
て
注
し
て
見
す

べ
し
。」
と
、
あ
く
ま
で
も
儒
者
と
し
て
の
立
場
を
守
り
つ
つ
、
儒
者
と
し
て

老
子
を
解
釋
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
む
し
ろ
青
陵
が
目
指
し
た

『
老
子
』
解
釋
が
春
臺
の
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
特
別

0

0

で
あ
り
、
獨
特
で
あ
る
こ

と
を
お
の
ず
か
ら
に
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

宮
田
も
、
そ
の
跋
文
で
「
晉
人
（
王
弼
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）
老
子
を
尚
び
、

玄
虛
を
口
に
す
れ
ど
も
其
の
實
無
き
こ
と
、
猶
お
周
末
の
人
の
仁
義
を
口
に
す

れ
ど
も
其
の
行
無
き
が
ご
と
く
、
土ど

崩ほ
う

せ
し
所
以
な
り
。
先
師
の
解
す
る
所
能

く
之
を
熟
讀
す
れ
ば
則
ち
以
て
身
を
修
め
て
邦
家
に
施
す
可
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
點
引
用

者
）。
啻た

だ
に
恬
淡
虛
無
の
み
な
ら
ず
、
獨
り
其
の
身
を
善
く
す
。
是
れ
明
（
宮

田
の
自
稱
）
の
黙
止
す
る
を
得
ず
し
て
之
が
續
注
を
爲つ
く

り
し
所
以
な
り⒄
」
と
述

べ
て
、
逆
説
的
に
仁
義
を
説
い
た
『
老
子
』
を
通
し
て
、
儒
家
の
理
念
で
あ
る

「
修
身
齊
家
治
國
平
天
下
」
の
道
を
説
く
こ
と
に
續
撰
の
意
圖
が
あ
る
こ
と
を

言
う
。
こ
の
一
點
で
は
時
代
的
に
は
前
後
し
て
い
た
と
は
い
え
、
共
に
徂
徠
學

派
（
蘐
園
學
派
）
に
屬
す
る
と
さ
れ
て
い
る
兩
者
に
等
し
く
共
通
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

『
特
解
』
が
、
江
戸
近
世
期
に
お
い
て
儒
者
を
自
稱
す
る
人
び
と
さ
え
さ
し
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た
る
抵
抗
感
も
無
く
老
莊
道
家
に
親
近
感
を
抱
く
こ
と
が
で
き
、
從
っ
て
ま
た

老
子
と
孔
子
が
矛
盾
無
く
自
己
の
胸
中
に
同
居
で
き
て
い
た
時
代
の
產
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
春
臺
は
『
史
記
』
老
子

傳
に
お
け
る
所
謂
「
孔
子
問
礼
」
説
話
も
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
春
臺
が
自
著
に
『
特
解
』

と
命
名
し
た
も
の
の
、
從
來
に
な
い
全
く
獨
自
の
解
釋
を
し
て
見
せ
よ
う
と
の

氣
負
い
が
あ
っ
た
と
は
思
い
に
く
い
の
で
あ
る
。

二
〇
一
七
年
二
月
二
〇
日
稿

同
年
一
〇
月
八
日
改
稿

附
記

1　

本
論
考
作
成
に
當
た
り
使
用
し
た
太
宰
春
臺
『
老
子
特
解
』（
國
會
圖
書
館
藏
）

の
複
寫
は
時
田
紗
緒
里
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意

を
申
し
述
べ
る
。

2　

本
論
考
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
一
日
、
日
本
女
子
大
學
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
江
戸
漢
學
の
豊
潤
な
世
界
」（
日
本
女
子
大
學
文
學
部
・
文
學
研
究
科
共

催
學
術
交
流
企
画
）
に
お
い
て
發
表
し
た
同
名
の
論
文
を
骨
子
と
し
て
い
る
。

注
⑴　

海
保
青
陵
『
老
子
國
字
解
』
は
、『
老
子
』
を
八
十
一
章
に
分
け
る
の
は
「
九
九

八
十
一
の
數
合
わ
せ
」
に
過
ぎ
ず
、
内
容
に
即
し
て
章
立
て
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

内
容
か
ら
い
え
ば
「
唯
一
議
論
な
り
。
ス
ッ
ト
つ
ゞ
き
た
る
一
章
も
の
也
」
と
述
べ

て
、
長
い
間
に
確
立
し
た
八
十
一
の
章
立
て
を
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
青
陵
は
「
老

子
は
眞
の
儒
者
な
り
」
と
斷
言
す
る
な
ど
、
随
所
に
獨
特
な
觀
點
か
ら
『
老
子
』
を

論
じ
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
一
文
字
し
か
違
わ
な
い
金
蘭
齊
『
老
子
經
國
字

解
』
は
、
老
子
と
莊
子
を
一
對
の
も
の
と
し
て
熟
讀
す
べ
き
と
言
い
、
そ
の
解
説
は

章
全
體
の
主
意
を
解
説
し
て
み
せ
た
あ
と
、
重
要
語
句
に
懇
切
な
説
明
を
加
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
兩
者
の
體
裁
は
全
く
異
な
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
大
變
す
ぐ
れ

た
注
釋
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

野
村
公
臺(

一
七
一
七
～
一
七
八
四
）
に
つ
い
て
は
、『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
一
號
（
一
九
九
四
収
載
の
重
田
亜
矢
子
論
文
「
儒
者
野
村
正
明
・
公
臺
父
子
の
行

狀
と
葬
列
―
そ
の
《
誌
石
》
を
め
ぐ
っ
て
―
」
が
參
照
さ
れ
よ
う
。
未
見
。
ま
た
、

荒
木
田
麗
女
と
野
村
公
臺
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
時
田
紗
緒
里
氏
に
「
近
世
中
期

の
漢
學
者
と
和
學
者
の
關
係
―
野
村
東
皐
・
江
村
北
海
・
荒
木
田
麗
女
―
」（『
國
文

目
白
』
第
58
號　

二
〇
一
八
二
月
）
が
あ
る
。

⑶　

王
迪
著
『
日
本
に
お
け
る
老
莊
思
想
の
受
容
』（
國
書
刊
行
會
二
〇
〇
一
）
295
頁

參
照

⑷　

九
州
大
學
中
國
哲
學
研
究
會
『
中
國
哲
學
論
集
』
七
號
（
一
九
八
一
）

⑸　

原
文
は
「
聖
人
之
道
猶
五
敎
也
。
諸
子
百
家
猶
醫
藥
也
。
人
有
痊
病
、
則
不
得
不

用
醫
藥
是
。
然
諸
子
百
家
、
通
於
救
世
、
速
於
擧
効
。
故
雖
能
収
功
一
時
（
中
略
）

唯
老
聃
之
道
若
深
遠
是
。
故
御
衰
世
之
道
、
無
善
於
老
聃
焉
。」

⑹　

こ
の
こ
と
は
若
水
⑷
に
詳
し
い
。

⑺　

原
文
は
「
春
臺
先
生
…
…
晩
年
乃
作
老
子
特
解
、
自
叙
其
所
以
所
老
子
之
意
、

…
…
其
業
未
半
、
而
罹
病
…
…
門
人
稻
坂
稚
明
・
宮
田
子
亮
等
。
校
定
遺
業
…
…
稚

明
亦
沒
、
子
亮
深
憂
先
生
之
業
…
…
隱
落
湮
滅
…
…
」。

⑻　

春
臺
の
注
釋
が
、
ま
ず
『
説
文
』
な
ど
の
字
書
に
よ
っ
て
『
老
子
』
本
文
の
字
義

を
明
ら
か
に
し
た
後
、「
無
爲
」
や
「
自
然
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
解
説
を
施
し
、
さ

ら
に
『
莊
子
』
中
か
ら
こ
れ
と
思
想
的
に
關
連
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
箇
所
を
指
摘

し
、
最
後
に
章
全
體
の
主
意
を
解
説
す
る
と
い
う
體
裁
を
取
っ
て
い
る
の
に
倣
っ
て
、

宮
田
も
全
く
同
樣
な
體
裁
で
注
釋
を
施
し
て
お
り
、
こ
の
點
で
春
臺
と
宮
田
の
間
に

大
き
な
隔
た
り
は
全
く
無
い
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑼　

一
七
五
〇
年
代
及
び
六
〇
年
代
の
空
白
期
間
が
何
を
意
味
す
る
か
興
味
深
い
。

⑽　

第
四
章
「
道
沖
而
用
之
、
或
不
盈
。
淵
兮
似
萬
物
之
宗
。
挫
其
鋭
、
解
其
紛
、
和

其
光
同
其
塵
、
湛
兮
似
或
存
。
吾
不
知
誰
之
子
。
象
帝
之
先
」
に
つ
い
て
、「
此
章
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言
虛
無
之
道
。
用
之
則
或
盈
或
不
盈
。
深
如
淵
而
尊
於
萬
物
。
得
此
道
者
之
處
世
也
。

頓
鋭
止
爭
、
晦
德
混
俗
。
湛
然
若
亡
若
存
、
人
不
得
指
名
其
人
。
乃
謂
爲
五
帝
以
前

之
人
」
と
解
説
し
た
後
、「
莊
子
所
謂
藐
姑
射
之
山
有
伸
人
居
焉
者
。
庚
桑
楚
皆
近

之
。」
と
注
釋
し
て
い
る
。
ま
た
第
五
章
「
天
地
不
仁
、
以
萬
物
爲
芻
狗
。
聖
人
不
仁
、

以
百
姓
爲
芻
狗
。
天
地
之
間
、
其
猶
橐
籥
乎
。
虛
而
不
屈
、
動
而
愈
出
、
多
言
數
窮
、

不
如
守
中
。」
中
の
「
天
地
不
仁
、
以
百
姓
爲
芻
狗
。」
の
句
を
、
春
臺
は
、「
…
…

故
莊
子
師
金
曰
。
夫
芻
狗
之
未
陳
也
。
盛
以
篋
衍
。
巾
以
文
繡
。
尸
祝
齊
戒
以
將
之
。

及
其
已
陳
也
。
行
者
踐
其
首
脊
。
蘇
者
取
而
爨
之
而
已
。」
と
『
莊
子
』
天
運
篇
の

一
節
を
引
い
た
う
え
で
「
以
萬
物
爲
芻
狗
者
、
棄
而
不
有
之
喩
也
」
と
解
説
す
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
『
莊
子
』
を
引
用
し
て
見
せ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
妥
當

な
指
摘
で
あ
っ
た
か
は
一
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑾　

こ
の
點
は
若
水
⑸
も
言
及
し
て
い
る
。

⑿　

更
に
言
え
ば
、
青
陵
は
「
道
可
道
、
非
常
道
」
で
始
ま
る
第
一
章
に
つ
い
て
「
此

章
は
首
章
に
あ
ら
ず
、
…
…
暗
闇
よ
り
棒
の
出
た
る
や
う
に
、
唐
突
に
道
の
道
と
す

べ
き
と
説
き
出
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
點
で
あ
る
。
現
在
で
は
出
土
本

『
老
子
』
に
よ
っ
て
首
章
と
す
べ
き
は
現
行
本
の
第
三
十
八
章
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
炯
眼
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

⒀　

宮
田
が
續
撰
し
た
下
篇
冒
頭
の
第
三
十
二
章
「
道
常
無
名
、
樸
雖
小
、
天
下
莫
能

臣
也
。
侯
王
若
能
守
之
、
萬
物
將
自
賓
。
天
地
相
合
、
以
降
甘
露
。
民
莫
之
令
而
自

均
。
始
制
有
名
、
名
亦
既
有
。
夫
亦
將
知
止
、
知
止
可
以
不
殆
。
譬
道
之
在
天
下
、

猶
川
谷
之
於
江
海
。」
の
「
始
制
有
名
、
名
亦
既
有
。
夫
亦
将
知
止
、
知
止
可
以
不

殆
。」
の
數
句
に
つ
い
て
、
そ
の
主
意
が
「
言
官
各
有
分
、
則
守
其
職
分
而
不
願
於

外
也
」
に
あ
る
と
し
た
上
で
、「
莊
子
逍
遙
遊
篇
内
鵬
鷃
大
小
自
得
之
喩
、
皆
知
止

之
謂
也
。」
と
、『
莊
子
』
中
に
そ
の
意
を
受
け
た
個
所
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ

に
續
く
第
三
十
三
章
「
知
人
者
智
、
自
知
者
明
、
勝
人
者
有
力
、
自
勝
者
強
、
知
足

者
富
、
強
行
者
有
志
、
不
失
其
所
者
久
、
死
而
不
亡
者
壽
。」
に
つ
い
て
も
、「
莊
子

養
生
主
讓
王
等
篇
專
言
此
意
。
即
内
聖
外
王
老
莊
之
所
主
也
。」
と
注
釋
し
、
さ
ら

に
「
莊
子
所
謂
鷦
鷯
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
、
偃
鼠
飲
河
、
不
過
滿
腹
、
是
也
」
と
、

『
莊
子
』
と
の
關
連
を
指
摘
し
て
見
せ
る
。

⒁　

原
文
は
「
…
苦
古
書
之
難
讀
也
、
子
亮
之
續
、
一
用
古
訓
、
繼
先
生
志
、
則
其
有

益
初
學
、
豈
少
々
哉
。」

⒂　

一
例
を
擧
げ
る
と
、
第
十
九
章
の
「
絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
」
に
つ
い
て
「
孟
子

に
、
聖
は
力
ら
の
如
し
。
智
は
巧
み
の
如
し
と
あ
り
。
聖
は
。
む
ま
れ
つ
き
に
も
つ

て
を
る
心
也
。
智
は
。
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
也
。
上
で
聖
智
を
よ
き
も
の
な
り
と
い
ふ

ゆ
ゑ
に
。
下
で
も
智
を
み
が
く
也
。
智
を
み
が
ゝ
ね
ば
。
ウ
ツ
カ
リ
と
稗
団
子
を
む

ま
い
も
の
ぢ
や
と
思
う
て
喰
う
て
を
る
也
。
智
を
み
が
く
ゆ
ゑ
に
。
段
々
に
智
慧
づ

き
。
あ
ぶ
ら
げ
よ
り
乾
魚
。
乾
魚
よ
り
鱗
魚
と
い
ふ
や
う
に
。
お
ご
り
が
長
ず
る
ゆ

ゑ
に
。
民
一
向
に
貧
に
て
困
る
也
。
是
れ
智
が
な
け
れ
ば
。
利
百
倍
な
る
也
。」
と
、

そ
の
解
説
振
り
の
あ
ま
り
も
の
大
胆
さ
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
が
、
青
陵
は
一
貫
し
て

こ
の
よ
う
な
身
近
な
譬
え
話
を
用
い
な
が
ら
老
子
の
思
想
を
平
明
に
解
説
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
『
特
解
』
と
大
い
に
異
な
る
所
で
あ
る
。

⒃　
『
日
本
思
想
大
系
44　

本
多
利
明
・
海
保
青
陵
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
〇
）
参
照
。

⒄　

原
文
は
「
晉
人
尚
老
子
、
口
玄
虛
而
無
其
實
、
猶
周
末
人
口
仁
義
而
無
其
行
、
所

以
土
崩
也
。
先
師
所
解
能
熟
讀
之
則
可
以
修
身
而
施
邦
家
、
不
啻
恬
淡
虛
無
、
獨
善

其
身
。
是
明
之
所
以
不
得
黙
止
而
爲
之
續
注
也
。」


